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Abstract : Two hundred and four plants of 126 grapevine varieties imported from Europe 
and the U.S.A. in 1977 were indexed by mechanical inoculation in quarantine at the Yokohama 

Protection Station, Japan. Grapevine fanleaf virus (GFV) was detected in two introductions, 

one variety Cabernet Sauvignon from France showing reduction in growth, and the other 
Muller Thurgau from West Germany showing fine yellow mosaic symptoms on leaves. 
Arabis mosaic virus (AMV) was also detected in one introduction, variety Pinot Chaldonnay 

from France showing slight reduction in growth. 
Herbaceous hosts of the two GFV isolates and the AMV isolate included 18-20 species 

in 7-8 plant families. Chenopodium amaranticolor, C. quinoa, Nicotiana clevelandii and 

Phaseolus vulgaris were infected systemically with all of the isolates. Gomphrena globosa 

was infected systemically with the two GFV isolates, but not systemically with the AMV 

isolate. Petunia hybrida was infected systemically with the AMV isolate without any 
apparent symptoms. The AMV isolate generally induced symptoms similar to those induced 
by the GFV isolates, but was more virulent and induced systemic symptoms which developed 

sooner. 
Vitis rupestris var. St. George which had been grafted onto scions infected with the AMV 

developed vein-clearing, oil spots and leaf asymmetry in spring, and bud-break was delayed 

in the second spring. C. quinoa plants systemically infected with one of the GFV isolates 
were grafted to St. George by approach-graft method. The St. George developed chlorotic spots, 

feather veins and leaf asymmetry. In the second spring it showed delayed growth and 
rather sharply indented leaves. 

GFV (yellow mosaic strain) supplied by Dr. W.B. Hewitt, University of California, Davis, 

U.S.A. was purified, and antiserum was prepared against it. The serological relationships 

of the three isolated viruses to each other and to AMV-N (Arabis mosaic virus obtained from 

narcissus by Dr. M. Iwaki in Japan) were studied by means of gel-diffusion tests. The 
resulting patterns indicated that the two GFV isolates were serologically identical, and distnatly 

related to the AMV isolate and AMV-N. 
Purified preparations of each isolates contained spherical particles about 25 nm in 

diameter. 

The three isolates had broadly similar stabilities in vitro ; Thermal inactivation points 

were 55-60'C, dilution end-points were 10-3-10-5, and longivities at room temperature were 20-30 

days (two GFV isolates) and 30-50 days (AMV isolates). 
Three isolates were not transmitted by aphid. Myzus percicae. 

AMV is not known to occur on grapevine in Japan. 
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輸入検疫中にヨーロッパ産ブドウから分離された

西尾　健**・松　濤　美　文**
横浜植物防疫所

緒　　　言

ヨーロッパ、アメリカ合衆国など世界の主なブドウ栽

栽培国においては、多数のブドウのウイルス病の発生が知

* 本報告の概要は1978年日本植物病理学会大会に

おいて発表した。
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られている。なかでも，HEWITT（1950，1954）がカリ

フォルニアにおけるブドウについて報告したfanleaf

diseaseに関連したブドウの症状は，ドイツ，フランス

をはじめ，ヨーロッパでは古くから知られ，国によりさま

ぎまの名で呼ばれてきた（HEWITT：1968，VUITTENEZ：

1970）。本病は最も被害の大きいブドウのウイルス病の1

つであり，現在世界の多くのブドウ園で発生している。

わが国においても最近，ブドウの新葉にmottling，奇形

等の症状の発生が報告され，これらのうち1部の品種か

ら分離されたウィルスはGrapevine　fanleaf　virus（GFV）

であると考えられている（田中：1977，田中ら；1974a，

b，1975）。またArabis　mosaic　virus（AMV）は，ブドウ

からはフランス（VuITTENEzetal：1972），西ドイツ

（BERCKS　and　STELLMACH：1966）においてReisigkra－

nkheit（fanleaf）やPanaschure（yellow　mosaic）の症状

を示すブドウからGFVなどとともに分離きれ，ハンガ

リ一においては，葉脈黄化症状のブドウから分離されて

いる　（MARTELLI　and　LEHOCZKY：1968）。

　著者らは，1977年輸入され隔離検疫中のフランス産お

よび西ドイツ産ブドウからGFVを，また，わが国のブ

ドウにおいては発生が未報告のAMVをフランス産ブド

ウから検出したので，報告する。

　本報告を行なうに当り，AMVおよびその抗血清，

Tomato　ring　spot　virus（TRSV）およびTomato　black

ring　virus（TBRV）各抗血清を分譲していただいた植物

ウイルス研究所岩木満朗博士，GFV（yellow mosaic
strain及びvein　banding　strain）保毒穂木を分譲してい

ただいたDr.W．B．HEWITT（University　of　Califomia，

Davis，U．S．A．）ならびに文献と御助言を頂いた果樹試

験場田中寛康博士に深く感謝の意を表する。

第1表ウイルスの来歴

ウイルス輸出国　　ブ　ド　ウ　品　種　　病 徴

材料および方法

　ウイルス1977年ヨーロッパ及びアメリカ合衆国から

輸入され隔離栽培中のブドウについて，延べ126品種

204株をChenopodium quinoa, C. amaranticolor,キ

ュウリ，センニチコウに汁液接種して得られた3分離株

（Y72，Y78およびS20）について同定を図った。それ

ぞれの来歴は第1表に示した。Y72は全身感染したC．

quinoaの上葉部分のみから数回継代を繰返し，またY

78及びS20はセンニチコウの単一局部病斑をとり増殖

して，それぞれ以下の試験に用いた。分譲を受けた

Arabis mosaic virus（以下AMV－N）はスイセンから分

離されたものである（岩木・小室：1974）。

　汁液接種　ブドウの葉を接種源としたときは，2・5％

のニコチン溶液，そのほかの場合は，0．05％KCN加用

0．1％チオグリコール酸溶液を罹病葉の3～4倍重量加

Y72　フラソス　Pinot　Chardonnay　やや生育不良

　　　　　　　　　　　　　　生育不良，軽Y78　フランスCabemetSauvignon　いモザイク

S20　西ドイツ　MhllerThurgau　　黄色モザイク

えて磨砕し，カーボランダムを用いる常法によった。各

種植物からの戻し接種等ウイルスの存在の有無を確認す

る際には，Y72にあってはC. quinoaあるいはC．

amaranticolorを，Y78及びS20にあってはこれら2

種以外にセンニチコウを適宜用いた。

　ウイルスの純化及び抗血清の作製Y72及びAMV－N

はC. quinoa，Y78，S20及び分譲を受けたGFV（yellow

mosaic　strain）はセンニチコウの罹病葉を純化材料とし

た。純化は各ウイルス株とも，病葉重1に対して，O．2M

第2リン酸ソーダを1容，0，1Mアスコルビン酸を1容

加え磨砕後ガーゼで濾過し，濾液にn一ブタノールとク

ロロホルムの等量混合液を葉重の2容加え撹拝後，

5，000rpm10分間遠心し，上清を数～20時間静置後

8，000rpm15分遠心した。その上清にポリエチレングリ

コール（MW6，000），0，2M塩化ナトリウムを加えウイ

ルスを沈殿させ，0．033Mリン酸緩衝液に溶解し，2回

分画遠心後，10～40％庶糖密度勾配遠心（24，000rpm2

時間）した。

　純化したGFV（yellow　mosaic　strain）を家兎に2．0，

2．0，1，5mlの3回各静脈注射し，最終注射後6日目に

採血した。

　Vitis rupestris var. St. Georgeへのつぎ木接種

GFVの検定植物であるSt．Georgeにおける病徴を確

認するため，保毒ブドウ穂木を緑枝つぎ，つぎ木ぎし，

芽つぎによりSt．Georgeにつぎ木し，病徴発現をみ

た。Y78については，罹病C. quinoaから寄せつぎに

よってSt．Georgeへの戻し接種も実施した。伝染の有

無はいずれも草本へ汁液接種して確かめた。

実験結果
　1，保毒ブドウの病徴

　Y72保毒Pinot　Chardonnayは1977年生育時，他の

健全株に比しやや生育が劣る程度で，特に目立つ病徴は

認められなかった。同年冬，鉢植えしたところ，翌春崩

芽しないまま枯死したため，それ以後の観察はできなか

った。Y78保毒Cabernet　Sauvignonは，1977年生育

時，他の健全株に比し生育が劣っていたが，冬季に鉢植

えしたところ，翌年の生育は同一条件の健全株に比し劣
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らないほど伸長した。新葉の1部の葉に軽いモザイクを

生じた（第1図）。S20保毒Muller　Thurgauは，夏季

においても葉の全面に鮮明な黄色モザイクを示していた

が，これも冬季に鉢植えしたところ崩芽しないまま枯死

した。

2．草本植物への接種試験

　アカザ科，ナス科など12科38種の植物へ汁液接種し

た。その結果を第2表に示した。Y72は8科20種，Y

78は8科20種，S20は7科18種にそれぞれ感染が認

められ，いずれも寄主範囲の広いウイルスであると認め

られた。3分離株とも草本に病徴を生ずる場合，いずれ

もほぼ同様の症状を生じたが，Y72が他の2つのウイ

ルス株に比し，幾分早めでかつ強い症状を生じる傾向が

あった。以下主な植物における病徴を記す。

　C. quinoa：接種6～7目後接種葉に軽い退緑斑を生

じ，きらに4～6日後上葉の基部から先端に次第にvein

clearing，退緑斑を生じ，ときに頂葉がねじれたり，小

きくなるなどの奇形がみられた。上葉の病徴はしばらく

すると，次第に不明瞭となる特徴がみられた（第6図）。

　C. amaranticolor：接種7～10日後かすかな退緑斑を

接種葉に生じることがあった。さらに7～20日後上葉に

C. quinoaと同様の症状を生じた。Y78では，ときに

は病徴の全く生じないこともあった。

　センニチコウ：接種8～10目後，接種葉に退緑斑ない

し周縁が赤褐色のえそ斑を生じ（第5図），きらに10日

目頃に上葉に葉脈透化，m・ttIe，葉の極端なねじれを生

ずることがあった。

　インゲン　（江戸川）：接種8目目頃に接種葉に退緑斑

を生じ，きらに8～9目後上葉にmosaicを生じた　（第
7図）。

　キュウリ（四葉）：S20が4～5日目に接種葉に退緑輪

紋を生じることがあった。

3．　Vitis rupestris var.St．Georgeへの接種試

　　験
　Y72のブドウを台木としたSt．Georgeは，接木ぎし

後早いものは約1ケ月目頃から崩芽し，間もなく新葉に

葉脈透化や油浸状斑紋，葉のねじれなどの症状がみら

れ，草本による検定で4株中3株に伝染していた。それ

以後伸長した葉には，明瞭な症状は認められなかった。

2年目の春の症状は健全St．Georgeに比し崩芽が1～

2週間遅れ，生育がおきえられたほか，著しい症状は認

められなかったが，1部の新葉に淡黄色斑，feather　vein

が認められたo

　Y78の接種結果は，緑枝つぎによった揚合接種年の

病徴ははっきり確認できず11月に行なった草本での検

定もすべて陰性であった。翌年1株に草本検定で伝染が

認められたがはっきりした病徴は認められなかった。こ

の感染株は2回目の春の崩芽が健全株に比し約半月ほど

遅れ新葉の欠刻，特に葉の頂部がやや尖鋭化し，葉の周

辺部表面に凹凸が目立った。つぎ木ざしによる結果は，

5株中3株が枯死し，残りのうち1株の崩芽展開した葉

に淡黄色斑，油状斑が認められ草本に反応を示した。夏

季の病徴ははっきりせず，翌年には崩芽の遅れがみられ

た。芽つぎによる結果は，5株中4株の新葉に退緑斑，

退緑輪紋（第3図），feather　veinがみられ，また葉の1

部に強い退緑斑が大きく生じ，葉がねじれ，左右非対称

となる症状を示した。症状を示した4株中3株のみが草

本検定で陽性であった。寄せつぎは，接種2週間後の全

身感染しているC. quinoaを寄せつぎし，2ケ月経過

後枯死したC.quinoaをとり除いた。接種年にはSt．

Georgeに病徴は認められず，11月の草本検定でも陰性

であった。翌年崩芽後，約2週間目頃1株の新葉に芽つ

ぎによる症状と同様の症状がみられ（第2図），草本で

の反応も陽性だった。接種後2回目の春の崩芽が遅れ，

葉の欠刻もわずかに深くなった。

　S20の接種結果は，St，Georgeがすべて活着せず観

察できなかったo

　分譲を受けたGFV（yellow　mosaic　strain）を緑枝つ

ぎによりSt．Georgeへつぎ木した。接種年の病徴はは

っきりせず，11月に実施した草本検定も陰性であった

が，翌春1株にvein－clearing，左右非対称葉が認めら

れ，病徴がはっきり出現しなかった1株とともに草本検

定で陽性の結果を得た。2年目の春はこれらの株は，崩

芽が半月ほど遅れ，新葉の葉縁の欠刻が深くなり，葉の

先端が尖鋭化し，葉脈が筋ばって，葉の表面に凹凸が目

立つ症状が現れた。Vein　banding　strainによる症状も，

ほぼ同様であったが，接種翌年の春にすでに葉縁の欠刻

の異常が認められた（第4図）。

4．ウイルスの物理的性質

Y72はCC. amaranticolor，Y78及びS20はセンニ

チコウそれぞれ罹病葉に，その生葉重の3～4倍容の

0．01Mリン酸緩衝液（pH7．4）を加え磨砕・ガーゼで

ろ過し耐保存性及び耐熱性試験用の原液とし，これをき

らに8，000rpm5分間遠沈し清澄化した液を耐希釈性用

原液として，それぞれ用いた。各々のウイルスとも2回

試験を実施した。結果は第3表に示した。

5．ウイルスの純化と粒子の形態

庶糖密度勾配遠心分離によって，3分離株とも遠心管

のほぼ同じ位置，メニスカスから約14mmと約25mm

の位置にそれぞれ2層のバンドを生じた。この部分を集
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第2表　草本植物への接種試験結果

植 物
Y72 Y78 S20

接種葉　上　葉　接種葉　上　葉　接種葉　上　葉

フダンソウ（Beta vulugaris var. cicla）

Chenopodium amaranticolor

C. quinoa
ホウレンソウ（Spinacia oleracea）

セソニチコゥ（Gomphrena globosa）

ハゲイトウ（Amaranthus tricolor）

キュウリ（Cucumis sativus）

　　　　Chicago　Pickling

　　　　四葉

　　　　青長地這

ペポカボチャ（Cucumis pepo）

イソゲンマメ（Phaseolus vulgaris）

　　　　江戸川

　　　　大手芒

　　　　エルボン
ササゲ（Vigna sinensis）

　　　　黒種3尺

　　　　ブラックアイ
ソラマメ（Vicia faba）

エンドウ（Pisum sativum）

ダイズ（Glyvine max）

Datura stramonium

D. tatura

トマト（Lycopersicon esulentum）

N. clevelandii

N. debney

N. glutinosa

N. rustica

N. tabacum ホワイトバーレー

Petunia hybrida

ツルナ（Tetragonia expansa）

カイザイク（Ammobium alatum）

コスモス（Cosmos bipinnatus）

キソセンカ（Dimorphotheca aurantiaca）

レタス（Lactuca scariola）

マンジュギク（Tagetes erecta）

ヒャクニチソウ（Zinnia elegans）

ナデシコ（Dianthus barbatus）

セキチク（D. chinensis）

ハツカダイコン（Raphanus sativus）

サントウサイ（Brassica campestris）

ダイコン（Raphanus sativus）

シ　　ソ（Perilla frutescens）

サルビア（Salvia coccinea）

　トウモロコシ（Zea mays）
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（＊）C；Chlorotic　lesions，N：Necrotic　lesions，V：Vein　clearing，M：Mosaic，＋＝無病徴感染，

　　感染認められず．　　試験せず（戻し），T＝葉のねじれ
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第3表　ウイルスの物理的性質

ウイルス　耐熱性

Y72

Y78

S20

55 60りC

55 60

55 61）

耐保仔性

3050日
20－30

20 30

耐希釈性

10－4－10一ゐ

1〔）一紀10う

10－3一一1Q－4

めた標品の紫外線吸収曲線はいずれも核蛋白によると思

われる吸収曲線を示した。純化標品をリンタングステン

酸によってネガティブ染色し電子顕微鏡観察した結果，

いずれの分離株とも径約25nmの球状粒子が観察され

た（第8図）。

　　　　第8図　ウイルス粒子
a　Y72　⑤Y78　1g）S2（〕1）ar二10（〕mll

　6．　抗血清反応

　作製したGFV（yyellow mosaic strain）に対する抗血

清は重層法で160倍の力価を示した。

　純化した3分離株のGFV，AMV，TBRV，TRSV各
抗血清に対する反応をみた．S20にあってはこれらの抗

血清のほか，Raspberry ring spot　virusの抗血清（西尾

ら：！978）に対する反応も調べた．その結果，Y78及び

S20はGFV抗血清に対し互いに同一位置に明瞭な沈降

帯を生じたのに対し，Y72及び対照のAMV－N及び健

全植物汁液は全く反応がみられなかった（第9図a）。

AMV－N抗血清に対しては，Y72及びAMV－Nが両者

の問でわずかにスパーが認められたが互いにほぼ同一位

置に明瞭な沈降帯を生じ，またY78及びS20も反応を

示したが，前2者の反応に比し弱く，かつ前2者の沈降

帯とは明瞭なスパーが認められ，前2者と後2者との間

には血清学的な差異が認められた　（第9図b）。いずれ

のウイルスもそのほかの抗血清には反応がみられなかっ

た。また重層法によった反応では，抗原ウイルス濃度が

ウイルス株間で差異はあるが，Y78はGFV及びAMV－

N抗血清とも80倍希釈まで反応し，一方Y72はGFV

抗血清の！0倍稀釈，AMV－N抗血清の32〔）倍希釈まで

反応し，両ウイルスの問では反応のしかたに差異がみら

れた。

　7．　アブラムシによる伝搬試験

　モモアカアブラムシを1～2時間絶食させた後，Y72

及びY78にそれぞれ罹病したC．amaranticolorを10～

30分吸汁させ，両ウイルスについてC. amaranticolor

5株，C. quinoa 5株にそれぞれ1株につき5頭ずつ放

置し接種吸汁させ，1日後に殺虫した。結果は両ウイル

スとも感染は認められなかった．

8．　種子伝染試験

罹病植物の種子を播種して種子伝染を試験した．結果

第9図 抗血清反応　L及び4＝Y78，2二S20，31健全葉汁液，51AMV－N，6；Y72，G　GFV
抗血清，A：AMV－N抗血清
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第4表　種子伝染試験結果

植 物 Y72　　Y78　　S20

C. amaranticolor

C. quinoa

G. globosa

インゲソマメ

　（Phaseolus vulugaris）

　江戸川
　エルボン
ダイズ（Glycine max）

　　　　　　0／30（＊）

0／30　0／30　0／30

　　　0／30

0／12　0／13　0／4

　　　0／7　　0／4

1／1　　0／3

（＊）　伝染株数／検定株数

は第4表に示したようにY72がダイズ1株で種子伝染

が認められたが，他の2ウイルス株については確認でき

なかった。

考 察

　GFVを伝搬する線虫Xiphinema index の発生がわ

が国で確認きれていないため，線虫による伝搬試験を実

施していないなど，伝染性については完全には試験でき

なかったが，寄生性，数種植物上の病徴，ウィルス粒子

の形態，物理的性質，血清学的性質などから分離ウイル

スのうちY72はAMV，またY78及びS20はGFV
の一系統であると同定した。以下同定に際して若干検討

を加えた。

　AMVとGFVで寄生性に違いがある草本植物とし
て，CADMAN（1960），DIAS　and　HARRlSON（1963）は

ペチュニア，VUITTENEz（1970）はセンニチコウとツル

ナをそれぞれあげている。これらの植物に対して，S20

はそれらの報告と一致してGFV的な寄生性を示した。

Y78はペチュニア及びツルナに全身感染し，、どちらかと

いうとAMV的寄生性を示したが，センニチコウにおい

てはVUITTENEz（1970）のGFVの記載と一致している。

一方，これらの寄主に対する寄生性に関しては，TAYLOR

and　HEwITT（1963）は純化したGFVはペチュニアに

全身感染したと報告し，またVUITTENEZ（1970）は，

中間的なウイルス株が存在し，寄生性からのみでは，

AMVとGFVの区別が困難な場合があることを述べて

いるので，Y78はこの中間的な寄生性をもつウイルス株

であると考えられた。以上のほか，Y78とS20は，タ

バコとキュウリにおける寄生性で違いがみられたが，C，

amaranticolor, C. quinoa, N. clevelandii，インゲン

に全身感染し，トマトに寄生性がなく互いに共通した性

質を示し，これらは既報（CADMAN：1960，DI邸：1963，

TAYLOR　and　HEWITT：1963）におけるGFVの多くの

分離株についての結果とほぼ一致している。本試験で分

離されたAMV（Y72）は寄生性からみると，C. am-

aranticolor, ，C. quinoa，インゲン，ペチュニアに全身

感染し，センニチコウの接種葉にのみ感染がみられた

点，ヨー・ッパのブドウから分離されるAMVの性質

と共通していた。ただ，ペチュニアには病原性が弱く，

またタバコ，キュウリなどに全身感染がみられなかった

点など，目本のフキから分離されたAMV（栃原・田村：

1976）に似ている。

　GFVの検定植物とされるV. rupestris var. St.

GeorgeへY78罹病C. quinoaから戻し接種できたこ

とにより，St．GeorgeにおけるGFVの一次的症状及

び二次的症状がHEWITT　et　al（1962）の報告と同様で

あることを確認しえた。AMV単独によるSt．George

上の症状は，はっきり確認されていないようである

（STELLMACH：1970）。今回の試験でもY72保毒穂木を

つぎ木したSt．Georgeの症状がAMV単独のウイルス

による症状かどうかは明らかでない。St。Georgeへのつ

ぎ木法として，本試験で行なったつぎ木ざし法は，枯死

したりあるいは保毒穂木ではなくSt．Georgeによる発

根があったりする例が多かったので検疫検査には不適当

であると考えられた。California 州ではchip－bud graft－

ingがよいときれており（HEWITT　et　al：1962），本試

験でもY78についての結果からみた限り，検定植物苗

へ芽つぎする方法がよいと思われた。

　GFV（Y78及びS20）株とAMV（AMV－N及びY
72）株の両者間には血清学的に差が認められ，CADMAN

et　al（1960）など多くの報告と同様であった。

　AMV及びGFVとも種子伝染することが知られてい

るが，本試験では分離きれたAMVが，ダイズ1株で

認められたが，GFV分離株については確認できなかっ

た。GFVの種子伝染率はそれほど高くない（DIAS:

1963，CORY and HEWITT:1968）ようであるので，供

試個体数をもっと増加する必要があったと考えられる。

摘 要

1977年ヨー・ッパ及びアメリカ合衆国から輸入きれ隔

離栽培中のブドウについて，延べ126品種204株を汁液

接種により検定した。フランス産Pinot　Chardonnay，

Cabernet　Sauvignonの生育不良各1株及び鮮黄色モザイ

ク症状を示す西ドイツ産Muller　Thurgau1株から，そ

れぞれY72，Y78及びS20のウィルスが分離された。

　各分離株はC. amaranticolor, C. quinoa，N. cl一

evelandii，インゲンに全身感染するなど，Y72が8科20

種，Y78が8科20種，S20は7科18種の草本植物に感
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染が認められた。Y72が他の2分離株に比し，幾分早め

でかつ強い症状を生じる以外，草本での症状はいずれも

ほぼ同様であった。

Y72保毒穂木をつぎ木したVitis rupestris var. St．

Georgeは，新葉に葉脈透化，油浸状退緑斑，葉のねじ

れなどの症状がみられ，2年目は健全株に比し約半月崩

芽が遅れた。

Y78保毒株からの芽つぎ及び草本からの戻し接種に

よって，St．Georgeの新葉に退緑斑，退緑輪紋，feather

vein，左右非対称葉がみられ，2年目には，崩芽の遅れ，

新葉の欠刻がやや深くなり尖鋭化する症状がみられた。

　各分離株を純化し，電顕観察したところ，いずれも径

約25nmの球形ウイルスが観察された。

　HEWITTより分譲を受けたGrapevine fanleaf virus

（yellow mosaic strain）（GFV－YM）を純化し，抗血清

を作製した。抗血清は重層法で160倍の力価を示した。

　各分離株のGFV－YM，Alabis　mosaic　virus（AMV），

Tomato　ring　spot　viruss及びTomato　black　ring　virus

各抗血清に対する反応をみた。ゲル内拡散法でY72は

AMV抗血清にのみ反応した。またY78及びS20は
GFV及びAMV抗血清とも，互いに同一位置に沈降帯

を生じたが，AMV抗血清にあっては，Y72との間にス

パーが形成され，Y72のウイルスとは血清学的に差異

が認められた。

　各分離株の耐熱性は55－60℃，耐希釈性はY72及び

Y78が10－4～10－5，S20は10ー3～10－4倍で，耐保存性

はY72が30日以上，Y78及びS20は20～30日であ
った。

　各分離株はアブラムシによって非永続的には伝搬され

ず，またY72はダィズで種子伝染が認められた。

　以上の結果から，Y72は日本のブドウにおける発生

が未記録のAMV，Y78及びS20はGFVの一系統で
あると同定した。
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